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韓
園
併
合
前
年
に
於
け
る
李
完
用
の
詩
に
就
い
て

谷

光

隆

本一a
完
用
は
日
韓
雨
閣
の
併
合
保
約
が
締
結
さ
れ
た
際
、
韓
園
側
を
代
表
し
て

記
名
調
印
し
た
全
織
委
員
で
あ
り
、
蛍
時
間
園
の
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
っ
た
。

奈
一
良
女
子
大
皐
に
は

「
春
畝
公
七
紹
李
完
用
金
允
植
朴
泳
孝
唱
和
」
と

箱
書
の
あ
る
詩
軸
を
磁
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
併
合
の
前
年
、
京
城
の
翠
雲
亭

で
催
さ
れ
た
初
代
韓
図
統
監
伊
藤
博
文
の
赦
途
合
席
上
で
の
作
で
あ
る
。
こ
の

詩
軸
を
材
料
と
し
て
李
完
用
の
秘
め
ら
れ
た
る
心
の
底
を
探
っ
て
み
た
い
。

伊
藤
博
文
の
詩
に
唱
和
し
た
李
完
用
の
詩
は
「
春
至
無
形
因
時
生
迩
天

長
不
老
以
古
昌
周
年
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
詩
経
の
詩
形
で
あ

る
。
そ
の
詩
意
は
詩
経
の
六
義
の
一
つ
で
あ
る
興
の
精
一
柳
と
断
-
草
取
義
の
精
神

を
も
っ
て
解
四
押
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
最
も
重
要
な
第
四
句
は
、
詩

経
、
小
雅
、
甫
田
の
首
章
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
詩
意
と
不
離
一
憾
の
関
係
に
あ
る
の
が
そ
の
関
防
印
の
印
文

「
哨
怨
見
南
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
壬
辰
の
役
(
文
様
の
役
〉
以
来
の
朝
鮮
人
の

斥
倭
の
気
風
と
、
日
清
戦
争
以
来
の
排
日
の
気
風
が
二
重
寓
し
と
な
っ
た
も
の

と
察
せ
ら
れ
る
。

で
は
、
博
文
の
七
絶
に
封
し
何
故
李
完
用
が
詩
経
の
詩
形
を
も
っ
て
唱
和
し

た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
む
博
文
の
用
い
た
関
防
印
の
印
文
「
官
禦

粛
」
に
燭
裂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
官
繁
粛
は
、
詩
怒
、
檎
風
、
素
冠
の
首

章
と
、
唐
風
、
鴇
羽
の
首
章
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
劉

抗
し
た
李
完
用
の
心
理
的
立
場
は
、
民
族
主
義
を
堅
持
し
た
も
の
と
言
う
こ
と

が
出
来
る
。清

代
政
治
史
の

一
考
察

|

|
康
照
一
帝
一
時
期
の
黛
争
に
つ
い
て
|

|::ft 

村

敬

巴

康
照
帝
の
こ

0
年
代
に
至
っ
て
、
清
朝
は
三
事
情
の
飢
を
克
服
し
、
よ
う
や
く

王
朝
の
基
盤
が
固
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
帝
は
、
そ
の
後
も
ロ
シ
ア
と
の

圏
境
紛
争
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
部
と
の
交
戦
と
つ
づ
く
外
征
の
た
め
に
は
、
引
き
つ

づ
き
入
旗
兵
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
他
方
漢
人
統
治
の
た
め
に
は
漢
人
官
僚

の
力
を
借
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
め
に
脅
の
政
治
権
力
は
満
人
貴
族
の
勢

力
と
漢
人
官
僚
の
勢
力
と
の
二
本
足
の
上
に
立
ち
、
六

O
年
の
治
世
を
通
じ
て

そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
た
え
ず
動
い
た
。
そ
の
治
世
が
議
争
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
寅
で
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
康
照
四

0
年
代
末
か
ら
五

0
年
代
に
か
け
て
お
き
た
雨
江
総
督
喝
躍
と
江
蘇
巡
撫
張
伯
行
の
黛
争
を
と
り

あ
げ
る
が
、
こ
れ
は
舞
牽
が
中
央
で
な
く
、
江
南
と
い
う
地
方
政
治
で
あ
っ
た

黙
で
史
料
的
に
は
珍
ら
し
い
ケ
l
ス
と
い
え
よ
う
。
と
の
紫
争
は
①
「
宜
恩
恭

案
」
、
②
「
江
南
郷
試
案
」
、
③
「
牟
欽
元
案
」
の
一
一
一
事
件
か
ら
な
る
が
、
時
開
の

関
係
上
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
中
心
に
説
明
し
た
い
。
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